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研究者から理事長に

理事長　片 山 恒 雄 （１９３９年生まれ  東京都出身）

　今回は、トップとして８年間防災科研を見守ってき

た片山恒雄理事長にお話しを伺いました。

　恵まれた時代でもあった

　私の学生時代は戦後間もない復興期

で、全てが右肩上がりでした。ビルや

道路、色々な構造物が次々と作られる

時代でした。その中でも、ダムに非常

に興味を持っており、ダムが作りたく

て土木工学の道に進みました。

　１９７０～８０年代の高度成長期に

なると、さらに多くの建物が作られ、

ダム、橋、高速道路、水道などのイン

フラも整備されました。その頃は、民

間企業も景気が良かったので、古い建

物を倒すという大掛かりな実験なども

数多く行われました。この時代に耐震

技術は飛躍的に進んだと思います。そ

の頃、私は中央大学や東京大学で教鞭

をとっていました。

崩れ去った定説、そして今…

　しかし、１０年前の阪神・淡路大震

災で倒れるはずのないと思われていた

建物が無残に崩れ落ちた。当時の学界

の常識はくつがえされ、私が生徒に教

えていたことは何だったのだろうと悩

みました。そのような時に防災科研の

所長就任の話があり、即答で就くこと

に決めました。研究所として、また指

揮する立場として、できること、変え

ていけることがあると思ったからです。

　それから８年、最近の防災科研は活

気が出てきた。また、研究者達が協力

して大きな仕事をやろうという意気込

みと風通しの良い職場になりつつある

と感じています。これには、特別研究

員・技術員やEDM・川崎ラボラトリー

の契約研究員などが９０人近くにもな

ったことが寄与していると思います。

　私の任期もあと２年になりましたが、

今以上に雰囲気が良く働きやすい職場

になることと、防災科研は小さな研究

所ですが「山椒は小粒でピリリと辛い

」世界一の研究の場になるよう努力し

ていきますので、今後ともご支援をお

願いいたします。


